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絃

小
池
孝
子

(

本
部
道
場)

唄

川
井
祐
治

(

出
雲)

唄

中
村
瑞
子

(

湖
陵)

唄

三
原
博
信

(

大
社)

唄

河
野
千
鶴
子

(

浜
田
中
央)

唄

後
藤
智
久

(

斐
川)

鼓

扇

泰
江

(

益
田)

絃

大
屋
久
美
子

(

三
階)

絃

福
本
冨
江

(

鳥
取
中)

唄

野
田
京
子

(

米
子
中)

絃

渡
辺
隆
司

(

新
見)

唄

渡
部
香
寿
子

(

本
部
道
場)

絃

平
滝
正
美

(

石
見)

踊

太
田

清

(

宍
道)

唄

嘉
藤
京
市

(

大
社)

絃

羽
根
田
良
三

(

斐
川)

鼓

雲
州
将
行

(

平
田)

踊

永
見
熊
寿

(

益
田)

鼓

田
中
則
之

(

津
ノ
井)

絃

森
田
才
治

(

米
子)

唄

杉
之
原
悦
子

(

広
島)

唄

安
田
紀
代
子

(

真
庭)

(

総
会
資
料
名
簿
順)
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末
廣

孜(

本
部
道
場)

森
廣
治
恵(

本
部
道
場)

小
谷
道
治(

本
部
道
場)

藤
間
英
雄(

出
雲)

寺
坂

薫(

石
見)

植
松
美
代
子(

大
田)

勝
部
一
央(

大
田)

山
本
克
己(

鹿
足)

永
瀬
誠
治(

加
茂)

勝
部
明
美(

神
門)

鎌
田
孝
子(

湖
陵)

成
相
栄
一(

宍
道)

植
田
陽
二(

宍
道)

林

節
子(

大
社)

中
山
文
子(

大
社)

谷
口
フ
ジ
エ(

那
賀)

藤
井
茂
男(

仁
多)

山
口
安
人(

浜
田)

石
本
良
子(

浜
田
中
央)

小
川
美
津
子(

浜
田
中
央)

鎌
田
伸
男(

斐
川)

白
上
定
省(

益
田)

城
市
典
男(

益
田)

村
上
勘
造(

益
田)

米
森
智
恵
子(

益
美)

大
石
照
子(

益
美)

二
代
目

高
山
保
子(

松
江)

小
早
川
富
夫(

松
江)

香
口
一
子(

瑞
穂)

内
藤
勝
子(

三
階)

宮
本
浩
子(

尾
高)

浅
田
英
樹(

大
山)

保
田
容
来(

智
頭)

早
瀬
輝
子(

智
頭)

多
村
幸
男(

津
ノ
井)

柴
田

緑(

東
伯)

穐
久
潤
一(

東
伯)

五
反
田
東
志
子(

鳥
取)

安
達
砂
智
子(
法
勝
寺)

原

郁
子(
米
子)

都
田
三
鈴(

米
子)

野
田
怜
子(

米
子
中)

徳
永
敏
子(

江
田
島
能
美)

福
馬
敏
子(

広
島
玉
実)

金
行
哲
夫(

広
島
東)

浜
本
久
子(

広
島
南)

大
西
扶
企
子(

津
山
中
央)

尾
�
洋
子(

真
庭)

田
中
京
子(

真
庭)

藤
本
房
子(

山
口)

渡
部

章(

伊
予
道
後)

井
上
浪
子(

松
山)

(

総
会
資
料
名
簿
順)
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去
る
十
月
十
三
日
、
安

来
市
立
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
島
根
大
学
教
育
学

部
の
河
添
達
也
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
、｢

民
謡
の

持
つ
力
に
迫
る｣

〜
安
来

節
の
楽
曲
分
析
・
西
洋
音

楽
と
の
比
較
を
通
し
て
〜

と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。

先
生
に
は
主
に
、

①
音
組
織
・
構
造
・
形
態

(

旋
律
、
リ
ズ
ム
、

音
階
、
形
式
、
形
態)

②
発
声
・
声

③
教
育

④
音
の
背
後
に
あ
る
も
の

と
題
し
た
項
目
を
中
心
に
、

若
者
の
聴
く
音
楽
の
中
に

は
民
謡
に
似
た
テ
ン
ポ
が

あ
る
な
ど
、
音
源
を
使
っ

て
の
解
説
や
図
や
ピ
ア
ノ

を
使
っ
て
の
説
明
で
、
大

変
わ
か
り
易
く
唄
の
事
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。

講
演
終
了
後
、
多
数
の

会
員
の
方
か
ら
も
、｢

大

変
勉
強
に
な
っ
た｣

｢

大

変
参
考
に
な
り
、
指
導
す

る
に
あ
た
り
役
立
つ｣

な

ど
良
か
っ
た
と
い
う
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
に
お
呼
び
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

講
演
後
、
指
導
部
に
よ

る
研
修
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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部門

資格
順位

唄 絃 鼓 踊
支部名 氏 名 支部名 氏 名 支部名 氏 名 支部名 氏 名

師

範

優 勝 湖 陵 中 村 瑞 子 斐 川 山 下 一 幸 湖 陵 周 藤 伏 子 湖 陵 周 藤 伏 子
� � ����
唄 二代目高山保子
井 上 美 紀 子

絃 岡 田 栄
喜 多 孝 治

鼓 田 中 輝 夫

��� �	��
唄 岩 崎 美 智 子
新 元 み つ き

絃 北 村 八 重 子
内 藤 朋 子

鼓 西 村 サ ツ 子


�� ���
唄 森 � 治 恵
渡 部 香 寿 子

絃 小 池 孝 子
藤 井 幸 雄

鼓 一宇澤千登世

��� ����
唄 片 寄 克 子
野 坂 恵 子

絃 五 明 田 朝 吉
勝 部 明 美

鼓 今 岡 彰 夫

��� ����
唄 永 田 み ゆ き
佐 藤 典 子

絃 鐘 推 孝 行
林 好 朝

鼓 木 村 俊 生

準優勝 加 茂 妹 尾 な お み 津 ノ 井 古 本 明 美 関 西 西 村 サ ツ 子 大 東 永 井 治 夫
第三位 松 江 二代目 高山保子 益 美 波 佐 本 暹 行 湖 陵 永 田 み ゆ き 本部道場 増 田 惣 市
奨励賞 広 島 東

本部道場
島根半島
本部道場
益 田

山 本 英 三
佐々木きぬゑ
湯 原 晴 乃
渡 部 香 寿 子
村 上 勘 造

本部道場
本部道場
湖 陵
松 江
大 東

小 池 孝 子
角 雅 宏
土 江 由 加 子
喜 多 孝 治
石 川 勝

大 社
米 子
神 門
大 東
広 島 東

川 谷 光 男
門 脇 正 明
野 坂 恵 子
石 川 勝
山 本 英 三

准

師

範

優 勝 松 江 古 賀 速 水 大 阪 田 中 佐 知 幸 広島玉実 平 本 真 理 子 山 口 大 野 良 雄
準優勝 広 島 中 宮 川 雅 恵 仁 多 深 田 英 治 大 社 佐 貫 啓 吉 湖 陵 吾 郷 芳 信
第三位 伊予道後 越 智 咲 子 大 東 新 田 啓 治 益 美 波 佐 本 暹 行 松 山 徳 本 東 夫
奨励賞 米 子

本部道場
大 社

藤 原 卯 一
藤 原 千 鶴
内 藤 紀 美 子

松 山
津 山
鳥 取 中

石 岡 涼 美 江
植 月 洋 子
奥 村 明

平 田
広 島 東
智 頭

三 島 章 二
竹 本 完 子
小 島 一 江

三

段

優 勝 神 門 永 瀬 文 雄 本部道場 持 田 順 子 松 江 曽 我 友 久 関 西 中 野 一 郎
準優勝 本部道場 永 田 美 由 紀 神 門 阿 部 三 夫 湖 陵 周 藤 絵 梨 香 湖 陵 木 村 久 美 子
第三位 鯉 城 長 部 千 春 米 子 原 明 静 松 江 佐 藤 武 三 郎 松 山 若 松 文 子
奨励賞 松 江

加 茂
古 瀬 里 佳
陶 山 朋 之

本部道場
松 江

永 田 美 由 紀
安 達 哲 彦

加 茂
宮 島

永 瀬 誠 治
堀 口 邦 江

二

段

優 勝 神 門 内 藤 和 美 本部道場 松 崎 耕 士 宍 道 古 澤 三 男 大 東 小 村 仍 男
準優勝 本部道場 桑 田 民 雄 神 門 和 田 美 奈 子 本部道場 相 見 治 男 本部道場 藤 井 延 枝
第三位 湖 陵 吾 郷 勲 米 子 田 中 美 利 境 港 東 松 本 博 子 大 阪 向 井 シ ズ エ
奨励賞 尾 高

関 西
田 中 一 男
中 谷 綾 子

神 門
東 京

内 藤 知 美
楯 正 男

益 美
湖 陵

波 佐 本 龍 子
藤 原 勇 夫

初

段

優 勝 岡 山 藤 吉 ゆ か り 加 茂 勝 部 伸 哉 本部道場 松 崎 耕 士 山 口 山 片 弘 子
準優勝 神 門 三 島 春 美 湖 陵 神 在 真 奈 美 大 社 木 村 豊 子 松 山 藤 原 勝 美
第三位 瑞 穂 藤 川 と し 子 岡 山 徳 森 勝 子 米 子 田 中 美 利 関 東 後 藤 省 三
奨励賞 本部道場

江田島能美
松 本 輝
鍛 冶 谷 典 子

境 港 東
岡 山

都 田 修 二
三 宅 和 子

湖 陵
津 山

古 山 松 子
梶 並 純 子

一

級

優 勝 広島玉実 石 出 長 子 加 茂 陶 山 朋 之 松 江 吉 田 美 江 加 茂 勝 部 伸 哉
準優勝 松 江 小 豆 澤 玲 子 神 門 小 川 美 香 神 門 三 島 和 男 法 勝 寺 小 西 邦 明
第三位 大 東 伊 藤 春 美 広島玉実 今 川 雅 子 広島玉実 石 出 長 子 東 京 旗 谷 美 津 子
奨励賞 宍 道

神 門
小 村 恭 一
和 田 美 奈 子

本部道場
境 港 東

上 廻 裕 子
高 崎 美 紀

松 江
宍 道

福 間 久 枝
古 澤 ス ミ 子

二

級

優 勝 関 西 村 井 郁 子 神 門 春 木 薫 関 西 三 上 智 子 湖 陵 杉 原 建 自
準優勝 本部道場 伊 藤 真 智 子 松 江 長 瀬 浩 奈 大 東 大 澤 悦 子 山 口 大 村 薩 男
第三位 関 西 中 村 和 子 関 西 木 下 有 子 関 西 高 木 孝 夫 東 京 遅 野 井 博
奨励賞 江田島能美

広島玉実
新 先 美 知 子
山 崎 百 合 子

加 茂
大 田

陶 山 め ぐ み
高 橋 み ど り

境 港 東
神 門

横 原 徳 子
寄 藤 ゆ か り
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(順不同・敬称略)

少

年

初

段

優 勝 松 江 前 澤 真 奈 本部道場 小 原 忠 実 湖 陵 周 藤 翔 平 湖 陵 周 藤 翔 平
準優勝 湖 陵 藤 原 愛 実 米 子 中 三 内 優 里 湖 陵 周 藤 真 理 子 岡 山 藤 原 祥 吾
第三位 松 江 安 達 美 悠 湖 陵 周 藤 翔 平 松 山 山 影 春 奈 本部道場 高 塚 大 輝

少

年

一

級

優 勝 湖 陵 中 村 華 代 鹿 足 斉 藤 恵 松 江 前 澤 真 奈 岡 山 平 松 昌 宏
準優勝 東 伯 赤 坂 結 花 本部道場 上 廻 有 砂 真 庭 佐 藤 純 平
第三位 関 西 井 崎 一 星 真 庭 前 田 和 馬

少

年

二

級

優 勝 本部道場 上 廻 有 砂 斐 川 細 田 佳 菜 恵 湖 陵 磯 田 智 志 湖 陵 藤 原 聖 典
準優勝 関 西 若 林 唯 那 賀 渋 谷 大 松 山 山 影 実 咲 関 西 渡 辺 美 穂
第三位 岡 山 河 本 安 加 里 智 頭 大 久 佐 姉 利 智 頭 大 久 佐 姉 利 鯉 城 高 畠 隆 太

少

年

三

級

優 勝 湖 陵 中 村 朝 一 鯉 城 長 谷 川 理 恵 関 西 若 林 唯 関 西 若 林 唯
準優勝 鯉 城 高 畠 隆 太 東 伯 赤 坂 結 花 湖 陵 磯 田 優 季
第三位 関 西 井 崎 彩 花 湖 陵 小 林 雅 人
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優
勝
の
瞬
間
、
今
は
亡
き
父
と
何

十
回
も
通
っ
た
こ
の
大
会
の
思
い
出

が
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
の
中
を
駆

け
巡
り
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
い
気

持
ち
で
し
た
。

ま
た
、
支
部
の
皆
様
を
は
じ
め
、

私
を
応
援
し
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

今
後
は
、
名
古
屋
に
居
り
ま
す
の

で
安
来
節
の
普
及
に
も
努
力
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
祖
母
と
姉
の
影
響
で
、
保

育
所
の
と
き
か
ら
教
室
に
通
う
よ
う

に
な
り
、
今
年
で
十
一
年
目
に
な
り

ま
し
た
。

今
年
の
優
勝
大
会
は
、
練
習
不
足

で

｢

あ
ー
無
理
だ
ぁ
。｣

と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
な
の
に
、
ま
さ
か
優
勝

で
き
る
な
ん
て
!!

す
ご
く
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
も
っ
と
練
習
し

て
来
年
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。
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優
勝
が
決
定
し
た
瞬
間
、｢

本
当
か
よ
。｣

と
言
葉
に
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
心
の

隅
に｢

ひ
ょ
っ
と
す
る
と｣

と
は
思
い
つ
つ
、

そ
れ
が
本
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
師
範
に
昇
格
し
、
奨
励
賞
を
頂
き
、

二
年
目
と
い
う
短
い
期
間
で
優
勝
し
た
と
い

う
事
で
、
こ
の
先
大
会
に
出
場
で
き
な
い
事

は
私
に
と
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

私
自
身
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
納
得
い
く

三
味
線
を
弾
く
事
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
従
っ

て
優
勝
し
た
事
で
満
足
す
る
事
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
優
勝
を
静
粛
に
受
け
止
め
、
歴
代
の

優
勝
さ
れ
た
諸
先
輩
方
の
名
を
汚
さ
ぬ
様
に
、

益
々
精
進
す
る
事
が
自
分
自
身
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

僕
は
小
さ
い
頃
、
お
じ
い
さ
ん
の
車
に
乗

る
と
、
テ
ー
プ
で
三
味
線
を
聴
い
て
い
ま
し

た
。小

学
校
の
時
発
表
会
で
、
童
謡
を
吹
い
て

先
生
に
ほ
め
ら
れ
て
や
る
気
に
な
り
ま
し
た
。

安
来
節
の
全
国
大
会
が
安
来
で
あ
る
と
聞

い
た
の
で
、
大
会
に
出
る
こ
と
を
目
標
に
三

味
線
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
保
存
会

に
十
歳
で
入
会
し
、
大
会
に
は
毎
年
出
場
し
、

優
勝
二
回
、
入
賞
二
回
、
今
年
は
初
段
の
部

で
優
勝
し
て
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
上
位
を
目
指
し
、

保
存
会
の
発
展
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
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予
選
会
を
通
過
す
る
事
が
私
の
目

標
で
し
た
が
、
幸
運
に
も
鼓
・
踊
の

部
と
通
過
し
、
全
国
大
会
に
臨
ん
だ

私
で
し
た
。

途
中
で
失
敗
し
な
い
よ
う
に
と
、

た
だ
一
生
懸
命
で
し
た
。

二
部
門
優
勝
出
来
た
事
は
、
最
高

の
喜
び
で
す
。
ご
指
導
頂
い
た
先
生

方
、
そ
し
て
応
援
し
て
頂
い
た
皆
様

の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
年
連
続
し
て
優
勝
で
き
、
最
高

の
喜
び
で
す
。

少
年
部
の
最
後
に
、
素
晴
ら
し
い

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
か
ら
、
大
人
の
部
で
す
。
よ

り
以
上
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
、
支

部
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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私
が
安
来
節
を
習
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
高
校
二
年
生
の

秋
で
し
た
。

当
時
、
安
来
高
校
の
山
岳
部
に

在
籍
し
山
を
征
服
し
よ
う
と
、
毎

日
練
習
に
励
ん
で
い
る
若
者
で
し

た
。
そ
う
し
た
折
、
岡
山
県
で
開

催
さ
れ
た
中
国
大
会
に
島
根
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
元
の
歓
迎
会
で
、

安
来
か
ら
来
ら
れ
た
安
高
山
岳
部

の
皆
さ
ん
に
は｢

安
来
節
と
ド
ジ
ョ

ウ
掬
い｣

を
、
是
非
や
っ
て
下
さ

い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ド
ジ
ョ
ウ
掬
い
ど
こ
ろ
か
安

来
節
な
ど
一
度
も
歌
っ
た
事
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
こ
で
引
っ
込
む
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
団
員
と
相
談

し
、
板
垣
君
が
ド
ジ
ョ
ウ
掬
い
を
、

私
が
安
来
節
を
、
他
の
団
員
が
手

拍
子
で
会
場
を
盛
り
上
げ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
酒

席
の
場
所
で
大
人
が
楽
し
く
手
拍

子
に
併
せ
銭
太
鼓
や
安
来
拳
、
ド

ジ
ョ
ウ
掬
い
を
よ
く
や
っ
て
い
た

の
を
側
か
ら
見
た
程
度
で
す
が
、

見
よ
う
見
ま
ね
の
安
来
節
を
披
露

し
何
と
か
そ
の
場
を
切
り
抜
け
ま

し
た
。
で
も
会
場
か
ら
は
、
拍
手

喝
采
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

そ
の
時
、
安
来
節
を
習
っ
て
お

け
ば
こ
う
し
た
場
所
で
も
役
に
立

つ
と
痛
感
し
、
早
速
安
来
に
帰
る

と
安
来
芸
文
学
院

(

高
野
静
子
先

生)

で
土
曜
日
に
習
う
よ
う
申
し

込
み
を
し
ま
し
た
。

そ
の
事
が
親
戚
の
細
田
捨
夫
さ

ん

(

二
代
目
安
達
順
吉
師
匠)

に

わ
か
り
、
三
味
線
を
や
っ
て
み
ろ

と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
三
味

線
を
や
っ
て
み
た
く
、
父
に
祖
父

の
持
っ
て
い
た
三
味
線
を
修
理
し

て
欲
し
い
と
頼
み
ま
し
た
が
、
父

は
私
が
三
味
線
を
す
る
事
に
反
対

し
ま
し
た
。

当
時
、
農
村
で
は
芸
人
は
、
貶

さ
げ
す

ま
れ
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
私
は
や
っ
て
み
た
く
、

父
に
懇
願
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

祖
母
が

｢

友
之
が
そ
こ
ま
で
イ
ッ

チ
ョ
ウ
し
、
今
津
の
オ
ッ
ツ
ァ
ン

な
ら
預
け
て
も
大
丈
夫
ダ
デ｣
と
、

父
を
説
得
し
、
三
味
線
を
修
理
し

て
く
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
年
の

正
月
、
三
味
線
を
も
っ
て
、
師
匠

二
代
目
安
達
順
吉
氏
に
師
事
し
ま

し
た
。

皆
様
も
多
分
に
経
験
さ
れ
た
事

と
思
い
ま
す
が
、
県
内
外
を
問
わ

ず
会
合
や
宴
会
に
出
席
し
、
安
来

出
身
と
わ
か
る
と
必
ず
安
来
節
を

聴
か
せ
て
欲
し
い
と
要
望
が
あ
り

ま
す
。
チ
ョ
ッ
ト
早
め
の
手
拍
子

に
の
せ
て
、
軽
や
か
な
リ
ズ
ム
で

歌
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
し
め
た
も

の
で
す
。
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲

気
に
な
る
こ
と
請
け
負
い
ま
す
。

地
元
安
来
節
を
大
切
に
育
て
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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私
と
安
来
節
の
出
会
い
は
、
私

の
父
が
楽
器
好
き
で
、
三
味
線
、

大
正
琴
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
等
を
奏
で
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
中
の
三
味
線
と
大
正

琴
を
習
い
始
め
、
安
来
節
や
そ
の

他
の
民
謡
を
習
い
ま
し
た
。

後
に
本
格
的
に
初
代
渡
部
音
吉

師
匠
の
門
下
生
に
な
り
ま
し
た
。

昔
は
意
東
支
部
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
こ
へ
入
会
し
、
支
部
の
皆

様
と
和
気
あ
い
あ
い
で
励
ん
で
お

り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
四
日
、

初
代
渡
部
音
吉
師
匠
死
去
に
よ
り
、

師
匠
の
棺
の
前
に
て
師
匠
の
友
人

の
方
が

｢

名
前
は
？
…｣

と
聞
か

れ
、
献
歌
を
捧
げ
ら
れ
る
際
に
伴

奏
を
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
日
に
二

代
目
渡
部
音
吉
を
襲
名
さ
せ
て
頂

く
事
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
は
解
散
に
な
り
、
少
し
休

会
期
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
先

生
方
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
一

生
懸
命
学
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ

の
間
に
お
弟
子
さ
ん
も
多
く
な
り
、

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
下
さ
り
大
師
範
、

師
範
と
多
く
の
方
に
昇
格
し
て
頂

く
事
が
で
き
ま
し
た
。

安
来
節
保
存
会
の
お
陰
で
他
県

の
お
方
と
の
交
流
が
で
き
、
他
県

の
民
謡
に
触
れ
、
勉
強
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
改
め
て
安
来
節
の

奥
の
深
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

唄
も
同
じ
事
と
思
い
ま
す
が
、

い
く
ら
三
味
線
を
弾
い
て
も
弾
い

て
も
学
ぶ
心
は
一
生
涯
と
思
い
ま

す
。今

後
は
会
員
の
皆
様
が
仲
良
く
、

心
楽
し
く
学
び
あ
っ
て
全
国
各
地

の
皆
さ
ん
に
安
来
節
の
輪
を
広
げ

る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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私
の
幼
少
の
頃
は
、
お
祭

り
と
い
え
ば
集
落
の
道
角
に

幟
が
立
て
ら
れ
、
鎮
守
の
森

か
ら
神
主
様
の
奏
で
る
笛
や

太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
、
心
う

き
う
き
弾
ん
だ
も
の
で
す
。

各
家
庭
で
は
お
客
様
を
迎

え
、
お
祭
り
料
理
を
ご
馳
走

に
酒
宴
が
始
ま
り
、
や
が
て

宴
も
た
け
な
わ
に
な
る
と
、

手
拍
子
で
安
来
節
を
唄
い
始

め
る
の
で
す
。

そ
の
頃
の
私
は
、
自
分
が
安

来
節
の
と
り
こ
に
な
る
と
は

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

安
来
節
と
の
第
一
の
出
会
い

は
、
母
方
の
叔
父
の
美
声
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

第
二
の
出
会
い
は
、
子
育

て
も
終
わ
り
町
内
会
婦
人
部

の
旅
行
の
折
、
安
来
節
の
素

晴
ら
し
さ
に
再
度
心
を
打
た

れ
、
皆
で
習
う
事
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
だ
ん
だ
ん
練
習

す
る
に
つ
れ
、
難
し
く
な
り

学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
奥
深
く

な
る
反
面
、
安
来
節
が
取
り

持
つ
縁
で
数
多
く
の
人
々
と
、

出
会
い
の
輪
が
広
が
り
ま
し

た
。
人
生
苦
し
い
時
、
嬉
し

い
時
、
い
つ
も
私
の
側
で
勇

気
づ
け
ら
れ
る
の
が
愛
す
る

安
来
節
で
す
。
お
腹
の
底
か

ら
発
生
し
て
唄
う
時
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
内
に
心
体
が
癒

さ
れ
、
無
の
境
地
に
な
る
幸

せ
を
し
み
じ
み
味
わ
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

安
来
節
を
育
ま
れ
た
素
晴

ら
し
い
先
生
方
に
も
恵
ま
れ

て
い
る
私
達
は
、
本
当
に
幸

せ
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
民
謡
サ
ミ
ッ
ト
に

会
し
、
改
め
て
北
は
北
海
道
、

南
は
沖
縄
の
民
謡
を
聞
き
な

が
ら
、
再
度
安
来
節
の
素
朴

で
奥
深
く
力
強
く
、
人
の
心

を
打
つ
よ
う
な
郷
土
民
謡
は

他
に
類
を
見
な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
安
来

節
は
単
調
素
朴
な
中
に
奥
深

い
味
わ
い
を
持
ち
、
数
多
く

の
民
謡
の
中
で
も
、
格
調
高

い
物
と
し
て
形
成
さ
れ
全
国

的
に
も
唄
い
親
し
ま
れ
て
い

る
、
日
本
民
謡
の
代
表
的
な

物
と
思
い
ま
す
。

今
後
益
々
保
存
会
が
発
展

し
、
そ
し
て
安
来
節
が
平
和

日
本
の
使
節

つ
か
い

と
な
り
、
世
界

に
羽
ば
た
く
事
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

一
九
九
一
年
ソ
連
崩
壊
後
、

中
国
の
西
で
独
立
し
た
中
央
ア

ジ
ア
諸
国
の
ほ
と
ん
ど
が
イ
ス

ラ
ム
社
会
で
あ
る
。
中
国
新
彊

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
も
同
様
で
あ

り
、
改
め
て
イ
ス
ラ
ム
社
会

を
含
め
、
世
界
を
と
ら
え
直

す
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

中
国
西
域
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
は
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、

イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
そ
し
て
遠

く
ロ
ー
マ
な
ど
と
政
治
経
済
、

文
化
が
交
差
し
た
ル
ー
ト
で

あ
り
、
新
彊
は
も
っ
と
も
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ

し
て
現
在
人
的
、
物
的
交
流

の
大
動
脈
と
し
て
見
直
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

私
達
は
そ
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
要
衝
地
の
ト
ル
フ
ァ
ン

で
ウ
イ
グ
ル
族
の
方
々
と
交

流
す
る
事
に
な
っ
た
。
ト
ル

フ
ァ
ン
の
東
北
に
は
長
さ
十

五
km
幅
五
百
ｍ
に
お
よ
ぶ
葡
萄

溝
が
あ
り
、
そ
の
一
角
の
葡
萄

棚
の
下
で
行
わ
れ
た
。

ウ
イ
グ
ル
族
の
歌
舞
は
西
洋

の
バ
レ
エ
と
、
そ
し
て
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
原
点
で
あ
り
時
空
を
越

え
て
伝
播
さ
れ
た
気
が
す
る
。

ま
た
安
来
節
の
鼓
も
中
央
ア
ジ

ア
、
中
国
、
日
本
へ
伝
わ
っ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
馬

が
交
通
手
段
で
あ
り
、
数
、
種

類
が
豊
富
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

親
善
交
流
を
通
し
て
見
知
ら

ぬ
地
域
の
人
々
、
地
理
、
歴
史
、

文
化
、
風
俗
、
習
慣
を
知
る
事

は
、
人
生
を
限
り
な
く
豊
か
に

し
、
平
和
の
大
切
を
心
の
底
か

ら
教
え
て
く
れ
る
も
の
と
再
認

識
し
た
所
で
す
。
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(

安
来
節
保
存
会
法
勝
寺
支
部)

安
来
節
全
国
優
勝
大
会
師
範
の

部
に
お
い
て
、
二
年
連
続
優
勝

(

平
成
十
年
、
十
一
年)

。
そ
の
数
ヵ

月
後
、
こ
の
日
民
の
大
会
に
出
て

み
て
は
と
薦
め
を
受
け
ま
し
た
。

当
時
、
私
は
と
て
も
大
き
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
両
肩
に
ず
し
り
と

乗
せ
て
、
出
場
は
し
た
も
の
の
結

果
は
…
。

三
度
目
の
正
直
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
で
、
今
回
は
気
持
ち
に
多

少
の
開
き
直
り
と
、
無
心
な
気
持

ち
で
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
、
早
朝
四
時
三
十
分

に
我
が
家
を
出
発
。
夜
が
ま
だ
明

け
ず
、
そ
の
上
前
日
に
休
日
の
日

課
の
一
つ
で
あ
る
、
農
作
業
の
心

地
良
い
疲
れ
も
手
伝
っ
て
か
、
う
つ

ら
う
つ
ら
し
な
が
ら
の
バ
ス
の
旅
。

い
よ
い
よ
、
一
日
の
ド
ラ
マ
の

始
ま
り
で
す
。
会
場
は
、
広
島
市

西
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
。
素
晴
ら

し
い
建
物
で
、
広
島
の
復
興
の
力

強
さ
を
垣
間
見
る
思
い
で
会
場
に

入
り
ま
し
た
。

大
舞
台
の
出
演
は
何
回
か
経
験

し
つ
つ
も
、
久
し
振
り
の
審
査
へ

の
緊
張
感
は
時
間
の
経
過
と
共
に
、

大
き
な
鼓
動
へ
と
変
わ
っ
て
行
き

ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
素
晴
ら
し
い
の
は
、

年
齢
別
各
層
に
分
け

(

寿
年
部
〜

成
年
部
、
全
六
部
門)

そ
の
中
で

各
優
勝
者
を
決
め
て
、
最
終
的
に

六
名
の
優
勝
者
が
協
会
賞
争
奪
戦

へ
と
進
む
の
で
す
。

私
は
壮
年
部
の
優
勝
者
と
し
て

最
終
戦
へ
と
進
む
事
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
郷
土
民
謡
を
代
表
す
る

｢

安
来
節｣

を
唄
い
ま
し
た
。
一

八
〇
余
名
が
全
国
津
々
浦
々
の
民

謡
を
唄
わ
れ
る
中
で
、
一
人
の
持

ち
時
間
は
僅
か
二
分
間
な
の
で
す
。

一
八
〇
余
名
の
一
人
一
人
が
、
こ

の
二
分
間
に
全
力
投
球
す
る
の
で

す
。｢

多
寡
が
二
分
間
、
さ
れ
ど

二
分
間｣

な
の
で
す
。

い
よ
い
よ
最
終
審
査
の
発
表
の

時
が
来
ま
し
た
。
い
く
ら
開
き
直
っ

た
と
い
っ
て
も
、
こ
の
瞬
間
の
時

の
思
い
は
言
葉
に
言
い
表
し
が
た

い
も
の
で
す
。

｢

野
々
村
府
美
枝
さ
ん
!!｣

私
の

名
前
が
発
表
さ
れ
た
時
の
瞬
間
の

緊
張
が
、
や
が
て
涙
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
う
れ
し
涙
に
…
。

来
年
、
国
技
館
で
全
国
大
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
堂
々
と

唄
っ
て
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が

｢

安
来
節｣

を
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

������������������������ ��������������������������
������������������������ ��������������������������

������������������������ ��������������������������
������������������������ ��������������������������

������������������������ ��������������������������
������������������������ ��������������������������

������������������������ ��������������������������
���������������� ���������������� ��

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
	



�

�
�


�

�


�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

��������

��������������

�
�

�
�

�
�

�
�
	


�
�



�
�

�
�
�
�
�

�
�
�

�


�
�
	
�

�
�

�



� � � � �� � � � �� � � � �
� � � 	
 �� ��� ��� ���

����� ���	
���
��� 0854�23�8220
��� 0854�23�8221

���������	
����

�
�
��
���

������������������� !�
��"#��$%&'(���)*+�,-.
/01�23�4 56789:

�� �
�����

���������������
���������������

�

�

	



ＴＥＬ03－3361－0488
ＦＡＸ 03－3361－4293

������������ ����		



�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
	
�
�

�
�
�

��� � � �

��������	

��

��������������
������������

���������	

���

���������������� ����		

��

��������

� �!"��#$$%�&$�%�

'()*+,-.

�

�

�

������
��	
��

 � � �
����	�

� � �
����	�

さん(右)

さん(中)

さん(左)

平
成
十
四
年
十
一
月
十
日
安

来
市
文
化
祭
協
賛
行
事
と
し
て
、

｢

み
ん
な
で
唄
う
安
来
節｣

(

安

来
節
保
存
会
本
部
道
場
主
催
・

西
村
利
美
道
場
長)

が
、
安
来

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
安
来
市
立
第
二
中

学
校
の
生
徒
二
十
八
名

(

二
年

生
・
三
年
生)

が

｢

ど
じ
ょ
う

掬
い
・
女
踊
り｣

を
生
伴
奏
で

行
い
、
緊
張
し
な
が
ら
も
個
性

豊
か
な
踊
り
で
客
席
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
十
九
回
素
人
安
来

節
コ
ン
ク
ー
ル
・
第
十
回
素
人

ど
じ
ょ
う
掬
い
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
、
多
数
の
参
加

者
が
自
慢
の
の
ど

を
発
表
し
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
家
元
四
代
目
渡

部
お
糸
さ
ん
と
名
人
、
准
名
人

に
よ
る
安
来
節
で
文
化
祭
に
華

を
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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優
勝

古
沢
直
子

二
位

桑
原
宣
子

三
位

中
村
つ
や
子

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�


�
�

�

優
勝

細
田
健
太

二
位

山
本
浩
治

三
位

森

大
輔

�
�
�
�
�
�
�

１
月
��
日
�

午
前
10
時
よ
り
・
安
来
市
民
会
館

�
�
�
�
�
�
�
 
�
�

２
月
��
日
�
〜
５
月
５
日
�

�
!
"
#
$
%
�

４
月
６
日
�

午
前
10
時
よ
り
・
安
来
公
園(

演
舞
場)

※
４
月
１
日
�
〜
10
日
�
は

桜
ま
つ
り
開
催
予
定

�
&
'
(
�
�
 
�
�

第
１
回

５
月
��
日
�

第
２
回

５
月
17
日
�

第
３
回

５
月
18
日
�

第
４
回

５
月
25
日
�

第
５
回

６
月
１
日
�

午
前
９
時
よ
り

安
来
市
立
中
央
公
民
館

�
)
*
+
�
,
-
.
/
�
�

６
月
��
日
�
▼

岡
山
地
区
・
米
子
地
区

６
月
22
日
�
▼

本
部
地
区
・
鳥
取
地
区

６
月
29
日
�
▼

益
田
地
区
・
出
雲
地
区

７
月
６
日
�
▼

石
見
・
浜
田
地
区

広
島
地
区

�
0
1
)
*
+
�
�

８
月
��
日
�
〜
17
日
�

午
前
９
時
よ
り
・
安
来
市
民
体
育
館

���
(

２
級
・
１
級
・
少
年
の
部)

���
(

初
段
・
二
段
・
三
段
・
准
師
範)

���
(

師
範
・
団
体
の
部)

�
�

�
�

2
�
�
3
4

支
部
名

広
島
比
治
山(

ひ
じ
や
ま)

支
部

支
部
長
名

金
満
芳
子

住
所

広
島
市
南
区
東
雲
本
町
二－

一－

二

電
話

〇
八
二－

二
八
二－

三
〇
一
〇

�
�
5
6
7

新
支
部
名

山
口
西
京(

さ
い
き
ょ
う)

支
部

旧
支
部
名

宇
部
支
部

昨
年
、
当
市
で
第
三
回
を
開
催

し
て
か
ら
早
い
も
の
で
一
年
が
経

過
し
、
今
年
は
扶
桑
三
名
湯
の
一

つ
で
あ
る
、
石
川
県
山
中
温
泉
に

て
山
中
座
開
設
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
十
一
月
二
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
の
山
中
座
で
、

理
事
会
・
総
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は

｢
民
謡
の
こ
こ
ろ
・
そ
し

て
未
来｣

と
題
し
て
安
来
節
保
存

会
よ
り
島
田
二
郎
市
長
も
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
会
場
を
山
中
町
社
会

教
育
文
化
会
館
に
移
し
、
地
元
の

子
供
達
に
よ
る
和
太
鼓
や
山
中
節

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
開
会
し
、
出

演
し
た
十
六
団
体
の
参
加
者
は
、

自
慢
の
美
声
と
日
本
一
の
歌
声
を

楽
し
み
に
来
て
い
た
観
客
に
、
し
っ

と
り
と
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
安
来
節
は
次
の
方
に
披

露
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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し
お
り

(

平
成
十
四
年
度
版)

に
次
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。(

敬
称
略)

●

追
加

103
頁

加
茂
支
部

二
級

唄

陶
山
め
ぐ
み
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